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電子処方箋の最新動向

日本薬剤師会 医薬情報管理部

河野行満

2022/11/18

これで最後かな？

↓去年、こう書いたんですけどね・・・
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本日の話の流れ

1.激動の１年でした

2.いま、何が起きているのか

3.これからどうなるのか
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激動の1年・・・

運用開始（システムの安全かつ正確な運用を確保）運用テスト

去年の講演（11/18） 今、ここ

発行再開（9/26）

運用開始(11/21)
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激増した薬剤師資格証の発行

準備

4枚発行

累計46枚

累計90枚

累計約350枚

2015 • HPKI認証局の構築 H28.3 厚労省準拠性審査

2016 • 薬剤師資格証発行体制の確立 H28.4 設置承認

2017 • 全国普及に向けた都道府県薬剤師会への周知

2018 • 全国普及に向けた都道府県薬剤師会への対応

2019 • 本格的発行の開始

2020 • 発行の継続

2021 • 発行の継続

2022

2023

累計約950枚

累計約650枚

年度
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4枚発行

累計46枚

累計90枚

累計約350枚

2015 • HPKI認証局の構築 H28.3 厚労省準拠性審査

2016 • 薬剤師資格証発行体制の確立 H28.4 設置承認

2017 • 全国普及に向けた都道府県薬剤師会への周知

2018 • 全国普及に向けた都道府県薬剤師会への対応

2019 • 本格的発行の開始

2020 • 発行の継続

2021 • 発行の継続

2022 • 大量発行の開始（2022/9/26～）

2023 • 大量発行の継続中

累計約950枚

累計約650枚

累計約４万枚

約６万５千枚
９月末

年度
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週別・累計 申請数推移
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直近１年の発行状況グラフ
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• 2023/03上旬～2023/05下旬の３ヶ月間、IC

カードが不足したため、セカンド電子証明書
のみを先行発行した。その数、約２万５千人
分。

• 2023/06月初にICカードが納品されため、後
追いでICカードの発行を開始。後追い発行が
終了したのが、2023/09初旬。

• 通常発行が正常に戻ったのは、2023/10上旬。

最大の運用負荷：ICカード不足
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セカンド電子証明書とICカードの同時交付

都道府県薬剤師会

申請に必要な情報の入力

申請書（入力情報を
PDF化）

書類の審査
電子データの確認
顔写真のデータ化
発行用データ作成
薬剤師資格証＆２ｎｄ鍵発行

申請者本人への交付
（運転免許証等での確認）

データセンタ

日本薬剤師会

申請者

薬剤師免許有
無の照会

回答

一括で
郵送

受領証等
の返送

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑩
⑧

⑨薬剤師資格証の交付

薬剤師資格証を対面で受領
その場で受領証に署名

⑥’

⑨’薬剤師資格証やFIDOとの紐づけ作業

交付準備完了連絡
（カードとQR両方）

アクセスQR
ＨＰＫＩ

申請書類作成・情報登録
システム（web上）

②’

入力された
情報の取得

入力された情報のPDF化
入力された情報の保持
日薬への情報払い出し

必要書類の郵送
・申請書 ・住民票
・薬剤師免許証のコピー
・顔写真付本人確認書類のコピー
・顔写真（資格証用） 等

セカンド鍵
の預託
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セカンド電子証明書先行、ICカード後追い発行

申請書類作成・情報登録
システム（web上）

入力された情報のPDF化
入力された情報の保持
日薬への情報払い出し

都道府県薬剤師会

申請に必要な情報の入力

申請書（入力情報を
PDF化）

書類の審査
電子データの確認
顔写真のデータ化
発行用データ作成
薬剤師資格証＆２ｎｄ鍵発行

申請者本人への交付
（運転免許証等での確認）

データセンタ

入力された
情報の取得

日本薬剤師会

申請者

薬剤師免許有
無の照会

回答

一括で
郵送

受領証等
の返送

①

②
②’

③

④

⑤

⑥

必要書類の郵送
・申請書 ・住民票
・薬剤師免許証のコピー
・顔写真付本人確認書類のコピー
・顔写真（資格証用） 等

⑦

初期登録用QRの交付

初期登録用QRを対面で受領
その場で受領証に署名

⑥’

セカンド鍵
の預託

⑧’薬剤師資格証やFIDOとの紐づけ作業

交付準備完了連絡
（初期登録用QRのみ）

初期登録QR

本人限定受取郵便での郵送

ＨＰＫＩ

⑫受領証の返送

⑪

⑧

⑨

⑩
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薬剤師資格証発行：２ｎｄ鍵同時交付
都道府県薬部分抜粋

都道府県薬剤師会
申請者本人への交付

（運転免許証等での確認）
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薬剤師資格証発行：２ｎｄ鍵同時交付
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都道府県薬剤師会での受け渡しで完結
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薬剤師資格証発行：２ｎｄ鍵先行交付
都道府県薬部分抜粋

都道府県薬剤師会
申請者本人への交付

（運転免許証等での確認）

日本薬剤師会

申請者

一括で
郵送

受領証等
の返送

⑥

⑦

⑩
⑧

⑨初期登録用QRの交付

初期登録用QRを対面で受領
その場で受領証に署名

交付準備完了連絡
（初期登録用QRのみ）

初期登録QR

申請者

本人限定受取郵便での郵送

ＨＰＫＩ

⑪

受領証の返送 ⑫
日本薬剤師会

薬剤師資格証は、
日薬から申請者に
直接送付
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薬剤師資格証発行：２ｎｄ鍵先行交付
都道府県薬部分抜粋

都道府県薬剤師会
申請者本人への交付

（運転免許証等での確認）

日本薬剤師会

申請者
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の返送

⑥
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⑩
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交付準備完了連絡
（初期登録用QRのみ）

初期登録QR

申請者

本人限定受取郵便での郵送

ＨＰＫＩ

⑪

受領証の返送 ⑫
日本薬剤師会

薬剤師資格証は、
日薬から申請者に
直接送付

あとから郵送

都道府県薬剤師会では完結しない
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• 電子処方箋実証地域への優先発行

– 例外スキームの構築

• 薬剤師資格証取得への国の補助金の適用

– 申請者には補助金分を差し引いて請求とされたが、既発行者(約1.2

万人）にも遡り適用とされた。しかし、返金に関する振込料や事務費
用等は日薬持ち。

– 10/27までの人は対象外だが、日薬会員に限り、補助金と同額を本
会が補填（費用は本会の持ち出し）

• セカンド電子証明書先行発行対象者へのICカード優先追加発行
（ファストトラック）

– 例外スキームの構築

• 電子処方箋モデル地区への優先発行

– 例外スキームの構築

その他の特殊運用（すべて運用途中での要請）
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• 申請書等の記載ミス等の多発

– 過去実績の約30倍も発生。審査処理の遅延。

• 二重申請の発生

– 工程は、申請→審査→入金→発行の順。発行前に別に申請す
る人がチラホラ。

– 会社に言われて等々の申請だったのか、申請自体をあまり記
憶しておらず、複数回申請した等々。

• 連絡先変更の多発

– 申請から発行までの間（約3ヶ月（当時））で変わってしまう。

• 後追い発行のICカードが受取りされない

– 過去実績の約10倍の６％(実数として約1,500通）が不達となっ
たため、再送付のための別スキームを組まざるを得なかった。

想定以上に苦労した運用
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本日の話の流れ

1.激動の１年でした

2.いま、何が起きているのか

– 電子処方箋の普及状況

3.これからどうなるのか
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経済財政運営と改革の基本方針2022 (令和4年6月7日閣議決定)

（社会保障分野における経済・財政一体改革の強化・推進） （抜粋）

オンライン資格確認について、保険医療機関・薬局に、2023 年４月か
ら導入を原則として義務付けるとともに、導入が進み、患者によるマイ
ナンバーカードの保険証利用が進むよう、関連する支援等の措置を見
直す。2024 年度中を目途に保険者による保険証発行の選択制の導
入を目指し、さらにオンライン資格確認の導入状況等を踏まえ、保険証
の原則廃止を目指す。「全国医療情報プラットフォーム＊の創設」、「電子
カルテ情報の標準化等」及び「診療報酬改定ＤＸ」の取組を行政と関係
業界が一丸となって進めるとともに、医療情報の利活用について法制
上の措置等を講ずる。そのため、政府に総理を本部長とし関係閣僚に
より構成される「医療ＤＸ推進本部（仮称）」を設置する。

＊オンライン資格確認等システムのネットワークを拡充し、レセプト・特定健診等情報に加
え、予防接種、電子処方箋情報、自治体検診情報、電子カルテ等の医療（介護を含む）全般
にわたる情報について共有・交換できる全国的なプラットフォームをいう。
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経済財政運営と改革の基本方針2023 (令和5年6月16日閣議決定)

（社会保障分野における経済・財政一体改革の強化・推進） （抜粋）

医療ＤＸ推進本部において策定した工程表に基づき、医療ＤＸの推進
に向けた取組について必要な支援を行いつつ政府を挙げて確実に実
現する。マイナンバーカードによるオンライン資格確認の用途拡大や正
確なデータ登録の取組を進め、2024年秋に健康保険証を廃止する。
レセプト・特定健診情報等に加え、介護保険、母子保健、予防接種、電子
処方箋、電子カルテ等の医療介護全般にわたる情報を共有・交換でき
る「全国医療情報プラットフォーム」の創設及び電子カルテ情報の標準
化等を進めるとともに、ＰＨＲとして本人が検査結果等を確認し、自ら
の健康づくりに活用できる仕組みを整備する。その他、新しい医療技術
の開発や創薬のための医療情報の二次利活用、「診療報酬改定ＤＸ」に
よる医療機関等の間接コスト等の軽減を進める。その際、医療ＤＸに関
連するシステム開発・運用主体の体制整備、電子処方箋の全国的な普
及拡大に向けた環境整備、標準型電子カルテの整備、医療機関等にお
けるサイバーセキュリティ対策等を着実に実施する。
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（経済財政運営と改革の基本方針2022で記載された）医療DX推進本部が令和５年６月２日に策定

医療 DX の推進に関する工程表〔全体像〕
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（経済財政運営と改革の基本方針2022で記載された）医療DX推進本部が令和５年６月２日に策定

医療 DX の推進に関する工程表〔全体像〕
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• 電子処方箋・電子カルテ情報共有サービス

電子処方箋については、その全国的な普及拡大に向けて、対象施設について
戦略的に拡大し、利便性を含めた周知広報や電子署名への対応に取り組むとと
もに、2025 年3月までに、オンライン資格確認を導入した概ねすべての医療機

関・薬局に導入することを目指して必要な支援を行う。また、電子処方箋の普及
とともに多剤重複投薬等の適正化を進める。具体的には、2023 年度内にリフィ
ル処方等の機能拡充を実施するほか、2024 年度以降、院内処方への機能拡充
や重複投薬等チェックの精度向上などに取り組む。

医療 DX の推進に関する工程表（医療ＤＸ推進本部令和５年６月２日策定）

電子処方箋部分を拡大
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• 電子処方箋・電子カルテ情報共有サービス

電子処方箋については、その全国的な普及拡大に向けて、対象施設について
戦略的に拡大し、利便性を含めた周知広報や電子署名への対応に取り組むとと
もに、2025 年3月までに、オンライン資格確認を導入した概ねすべての医療機

関・薬局に導入することを目指して必要な支援を行う。また、電子処方箋の普及
とともに多剤重複投薬等の適正化を進める。具体的には、2023 年度内にリフィ
ル処方等の機能拡充を実施するほか、2024 年度以降、院内処方への機能拡充
や重複投薬等チェックの精度向上などに取り組む。

医療 DX の推進に関する工程表（医療ＤＸ推進本部令和５年６月２日策定）

電子処方箋部分を拡大
今、ここ 導入完了？

診療報酬改定もある中、あと約17ヶ月で・・・？
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爆発的に普及したスマホでも60%を超えた後の伸びは鈍化しています。

10%→60%：３年、60%→90%：７年

同じ分野ではないですが・・・

令和３年 情報通信白書より

参考
初iPhone 2007
iPhone 3G   2008
iPhone 3GS 2009
iPhone 4      2010
iPhone 4s    2011
iPhone 5      2012
iPhone 5s    2013
iPhone 6 2014
iPhone 6s    2015

：
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医療機関・薬局におけるシステムの導入状況

せめて「利用申請済」の状態にするならば、
あと17ヶ月で約17万施設に利用申請してもらわないと・・・

保険施設
数

オンライン資格確認 電子処方箋

運用開始済 利用申請済 利用開始済

病院 8,161 (7,924) 97.1% 1,424 17.4% 23 0.28%

医科診療所 89,777 (78,375) 87.3% 22,798 25.4% 628 0.70%

歯科診療所 69,887 (58,216) 83.3% 12,827 18.4% 34 0.05%

薬局 61,784 (58,324) 94.4% 24,827 40.2% 7,466 12.08%

全体 229,609 203,049 88.4% 61,876 26.9% 8,151 3.55%
• 保険施設数・オンライン資格確認部分は、厚労省HP「オンライン資格確認システムの導入状況

（2023/10/29）」より抜粋。（）内は運用開始済の「％」から概算したもの。
• 電子処方箋部分は、厚労省HP「医療機関・薬局に置ける電子処方箋システムの導入状況

(2023/10/29)」より抜粋。「％」は保険施設数に対する計算値。
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本日の話の流れ

1.激動の１年でした

2.いま、何が起きているのか

– 電子処方箋の普及状況

3.これからどうなるのか
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本日の話の流れ

1.激動の１年でした

2.いま、何が起きているのか

3.これからどうなるのか
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本日の話の流れ

1.激動の１年でした

2.いま、何が起きているのか

– マイナンバーカードの活用

3.これからどうなるのか
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第１回電子処方箋等検討ワーキンググループ資料（令和５年６月８日）
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• マイナンバーカードで国家資格が分かるように云々と巷で噂
されていますが、一体どんな仕組みなんだろう？？？

➢ マイナンバーカードで国家資格の電子証明書を使えるように
する。
➢ これって、セカンド電子証明書の利用法の変法ですよね？

どうなるHPKI（昨年の講演のスライド）

セ
カ
ン
ド
電
子
証
明
書
を
利
用

セカンド電子証明
書用署名サーバ

サーバ内の電子証明書を利用

薬剤師資格証、指紋認証、顔認証等
でセカンド電子証明書を利用

２
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• マイナンバーカードで国家資格が分かるように云々と巷で噂
されていますが、一体どんな仕組みなんだろう？？？

➢ マイナンバーカードで国家資格の電子証明書を使えるように
する。
➢ これって、セカンド電子証明書の利用法の変法ですよね？

どうなるHPKI（昨年の講演のスライド）

セ
カ
ン
ド
電
子
証
明
書
を
利
用

セカンド電子証明
書用署名サーバ

サーバ内の電子証明書を利用

薬剤師資格証、指紋認証、顔認証等
でセカンド電子証明書を利用

２

一番簡単に実現できそうな・・・
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• マイナンバーカードで国家資格が分かるように云々と巷で噂
されていますが、一体どんな仕組みなんだろう？？？

➢ マイナンバーカードで国家資格の電子証明書を使えるように
する。
➢ これって、セカンド電子証明書の利用法の変法ですよね？

どうなるHPKI（昨年の講演のスライド）

セ
カ
ン
ド
電
子
証
明
書
を
利
用

セカンド電子証明
書用署名サーバ

サーバ内の電子証明書を利用

薬剤師資格証、指紋認証、顔認証等
でセカンド電子証明書を利用

２

一番簡単に実現できそうな・・・

ほぼ、当たってました
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厚労省等からの問いかけ

M
N

C

を
追
加

セカンド電子証明
書用署名サーバ

サーバ内の電子証明書を利用

薬剤師資格証、指紋認証、顔認証等
でセカンド電子証明書を利用

２

薬剤師資格証とMNC、
ICカード２つも必要？
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• ２つのカードの違い

いまさらながら

薬剤師資格証 マイナンバーカード

券
面

• ICチップにHPKI電子証明書が入っている • ICチップにJPKI電子証明書が入っている

• 券面で薬剤師であることがわかる • 券面では薬剤師であることはわからない

• MNCの券面では、薬剤師であることは分からない。
• MNCそのものでは、HPKI署名が出来ない。ただし、MNCと

セカンド電子証明書を組合せれば、HPKI電子署名は可能
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券面 HPKI電子証明書
（ICカード内）

HPKIセカンド
電子証明書

薬剤師資格証と
セカンド電子証明書

MNCと
セカンド電子証明書 － －

もう少しわかりやすくすると

券面情報が無
くなるのが痛い
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券面 電子証明書
（ICカード内）

セカンド
電子証明書

薬剤師資格証と
セカンド電子証明書

MNCと
セカンド電子証明書 － －

もう少しわかりやすくすると

どうにも
ならない

どうにか
できないか
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デジタル薬剤師資格証の発行

999992

ちょっとした説明追加

スマホの画面に、
薬剤師資格証と
ほぼ同等の項
目を表示（構築
イメージ）

ブロックチェーンと連動し
た真贋判別用のQRコード。

大規模災害への派遣時
等に利用するための
PDF版のデジタル薬剤
師資格証

薬剤師名簿登録番号の
バーコード。
下にその数字。

研修会受付等での利用
を想定
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券面 電子証明書
（ICカード内）

セカンド
電子証明書

薬剤師資格証と
セカンド電子証明書

MNCと
セカンド電子証明書 －

もう少しわかりやすくすると

どうにも
ならないどうにかなった
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複数の鍵を保持することの利点

鍵を複数持つこ
とで、万が一に
備える。

電子処方箋を受け
るためには、必要
なことと認識。
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複数の鍵を保持することの利点

鍵を複数持つこ
とで、万が一に
備える。

電子処方箋を受け
るためには、必要
なことと認識。

でも、 薬局単位で考えた場合、
薬局勤務者全員の
二重化が必須？
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薬局単位での判断？

電子処方箋を処理する際の、薬局としての機能維持を判断基準に、
薬局毎に
・薬剤師資格証とセカンド電子証明書
・MNCとセカンド電子証明書
を組合せることが出来るようになったとも言えます。
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本日の話の流れ

1.激動の１年でした

2.いま、何が起きているのか

– マイナンバーカードの活用

3.これからどうなるのか
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本日の話の流れ

1.激動の１年でした

2.いま、何が起きているのか

3.これからどうなるのか
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本日の話の流れ

1.激動の１年でした

2.いま、何が起きているのか

– 用法コード・マスタの修正

3.これからどうなるのか
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• 暫定マスタを公開2022/07

• モデル事業で利用

• 追加要望等を把握2022/10

• 一部修正・追加

• 運用開始に向け公開2023/01

• 実運用に際し、様々な課題が発生2023/01～

電子処方箋の用法コード・用法マスタの修正
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具体的指摘事項

第１回電子処方箋等検討ワーキンググループ資料（令和５年６月８日）
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具体的指摘事項

第１回電子処方箋等検討ワーキンググループ資料（令和５年６月８日）
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• 標準コードが3000では足りない

• 標準コードの使い方が難しい（生成困難等）

• 標準コードにわかりにくい部分がある

勝手に大別すると

第１回電子処方箋等検討ワーキンググループ資料（令和５年６月８日）
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本日の話の流れ

1.激動の１年でした

2.いま、何が起きているのか

– 用法コードの変更

3.これからどうなるのか
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本日の話の流れ

1.激動の１年でした

2.いま、何が起きているのか

3.これからどうなるのか
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本日の話の流れ

1.激動の１年でした

2.いま、何が起きているのか

3.これからどうなるのか
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ここから先は、個人の考えが強く反映された内容です。
大きく実情が異なる可能性があることにご留意下さい。

Attention!!!
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（経済財政運営と改革の基本方針2022で記載された）医療DX推進本部が令和５年６月２日に策定

医療 DX の推進に関する工程表〔全体像〕【再掲】
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（経済財政運営と改革の基本方針2022で記載された）医療DX推進本部が令和５年６月２日に策定

医療 DX の推進に関する工程表〔全体像〕【再掲】

今、ここ
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• マイナンバーカードの健康保険証の一体化の加速等
– 訪問診療等、柔道整復師・あん摩マッ サージ指圧師・はり師・きゅう師の施
術所等でのオンライン資格確認の構築

– スマホからの資格確認の構築
– 生活保護（医療扶助）のオンライン資格確認対応

• 全国医療情報プラットフォームの構築
– 電子処方箋を実施する医療機関・薬局を拡大
– 電子カルテ情報共有サービスの整備
– 救急時に医療機関等で患者の医療情報を閲覧できる仕組みの整備
– 医療情報化支援基金の活用による電子カルテ情報の標準化を普及
– 自治体システムの標準化、共有すべき文書の標準化・クラウド化
– 業務運用の見直し 医療機関・自治体との情報連携基盤の整備・実証事業
– マイナポの申請サイトの改修
– 民間PHR事業者団体等と連携したライフログデータ標準化、 医療機関実証、

2025年大阪・関西万博も見据えたユースケース創出支援

• 診療報酬改定DX
– マスタの開発・改善 電子点数表の改善
– 共通算定モジュールの設計・開発

「今、ここ」のライン上で行われていること
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• マイナンバーカードの健康保険証の一体化の加速等
– 訪問診療等、柔道整復師・あん摩マッ サージ指圧師・はり師・きゅう師の施
術所等でのオンライン資格確認の構築

– スマホからの資格確認の構築
– 生活保護（医療扶助）のオンライン資格確認対応

• 全国医療情報プラットフォームの構築
– 電子処方箋を実施する医療機関・薬局を拡大
– 電子カルテ情報共有サービスの整備
– 救急時に医療機関等で患者の医療情報を閲覧できる仕組みの整備
– 医療情報化支援基金の活用による電子カルテ情報の標準化を普及
– 自治体システムの標準化、共有すべき文書の標準化・クラウド化
– 業務運用の見直し 医療機関・自治体との情報連携基盤の整備・実証事業
– マイナポの申請サイトの改修
– 民間PHR事業者団体等と連携したライフログデータ標準化、 医療機関実証、

2025年大阪・関西万博も見据えたユースケース創出支援

• 診療報酬改定DX
– マスタの開発・改善 電子点数表の改善
– 共通算定モジュールの設計・開発

「今、ここ」のライン上で行われていること

実現すれば、便利と思いますが、
国民や医療機関・薬局の参加
が必須です。
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オンライン資格確認を例に取ると

厚労省HP：オンライン資格確認の導入について（医療機関・薬局、システムベンダ向け）

原則義務化

原則義務化

原則義務化
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オンライン資格確認を例に取ると

原則義務化

厚労省HP：オンライン資格確認の導入について（医療機関・薬局、システムベンダ向け）



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 66

オンライン資格確認を例に取ると

原則義務化

厚労省HP：オンライン資格確認の導入について（医療機関・薬局、システムベンダ向け）

利用実数は別として、薬剤情報の
閲覧等、医療者目線で「欲しい」と思
う情報へのアクセスは増えています
が、全体の歩みとしては、「徐々に」
増えているのが実情。
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• マイナンバーカードの健康保険証の一体化の加速等
– 訪問診療等、柔道整復師・あん摩マッ サージ指圧師・はり師・きゅう師の施
術所等でのオンライン資格確認の構築

– スマホからの資格確認の構築
– 生活保護（医療扶助）のオンライン資格確認対応

• 全国医療情報プラットフォームの構築
– 電子処方箋を実施する医療機関・薬局を拡大
– 電子カルテ情報共有サービスの整備
– 救急時に医療機関等で患者の医療情報を閲覧できる仕組みの整備
– 医療情報化支援基金の活用による電子カルテ情報の標準化を普及
– 自治体システムの標準化、共有すべき文書の標準化・クラウド化
– 業務運用の見直し 医療機関・自治体との情報連携基盤の整備・実証事業
– マイナポの申請サイトの改修
– 民間PHR事業者団体等と連携したライフログデータ標準化、 医療機関実証、

2025年大阪・関西万博も見据えたユースケース創出支援

• 診療報酬改定DX
– マスタの開発・改善 電子点数表の改善
– 共通算定モジュールの設計・開発

「今、ここ」のライン上で行われていること【再掲】
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（経済財政運営と改革の基本方針2022で記載された）医療DX推進本部が令和５年６月２日に策定

医療 DX の推進に関する工程表〔全体像〕【再掲】

今、ここ
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（経済財政運営と改革の基本方針2022で記載された）医療DX推進本部が令和５年６月２日に策定

医療 DX の推進に関する工程表〔全体像〕【再掲】

今、ここ

普及のためにエンドを決めることは
重要ですが、国民や医療現場への
浸透にかかる時間を、しっかり見積
もって欲しいと思います。
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医療DXの一層の推進に舵が切られています。
多くの種を撒き、育てようとしているようにも見えますが、天候によって、
収穫日は変わります。
ファッションのトレンドは、国際流行色委員会（インターカラー）がトレ
ンドカラーを決めるところから始まります（諸説あります）。構成国が各々のプ
レゼンを通じ、意見を集約するとされています。
ともすると、医療現場と各種施策が対立軸のように語られがちですが、本
来、同じ山を目指す仲間であり、登山道が違うだけとも考えられます。
ただ、出来れば同じ登山道を登りたいと願っています。

ご静聴ありがとうございました。


